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研究成果概要 

本研究では、次世代ニュートリノ検出器であるはいぱーカミオカンデへ向けたソフトウエア開

発を目的としている。ソフトウエアはデータの解析のみならず、多岐に渡る。最初にコラボレー

ションの合意を得た上で方向性を定めることとなった。効率的に議論を進めるため、３つのグル

ープを形成した。 

グループ１：検出器に近いソフトウエアを分担する。Raw data, offline process, 各種検出器モ

ニター、キャリブレーションデータによる補正、検出器のジオメトリ、検出器シミュレーション、

ソフトウエア全般の規則やポリシーなどを扱う。 

グループ２：計算機に近いソフトウエアを分担する。分散計算機システム、データの保管、各種

データベース、ソフトウエアとデータの供給等を扱う。 

グループ３：物理解析のツールを分担する。ニュートリノフラックスのシミュレーション、ニュ

ートリノ反応のシミュレーション、事象再構成ツール、物理解析のフレームワーク等を扱う。 

HyperK collaborationには様々なグループが既に存在するが、そこからエキスパートを出しても

らってこれらのグループを組織した。まずはこれら規模の小さいグループでたたき台を作っても

らい、全コラボレーションで合意できるような方向性を模索していく。 
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